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3. 新たな広域連携の構築 
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【はじめに】 

「あなたは何のために JC をしていますか。」 

この問いに自信を持って答えられる会員がどれほどいるでしょうか。明るい豊かな社会の実現を目指

して運動を行っている我々は、この問いに対して、おろそかになっていないでしょうか。 

大垣青年会議所は 1952 年 2 月、35 名の熱き想いを持った青年によって設立されました。全国 679

ある LOM の中で 25 番目に設立されたという事実は、「地方経済の発展による日本経済の再建は我々

青年の仕事である」という覚悟のもと、35 名の先輩諸兄がどれほどの決意と情熱を持って行動されたの

かを今の我々に教えてくれています。さまざまな困難を乗り越えるために、必死に考え、汗を流し、地域

を想い、そして仲間を想い活動を続けてこられたからこそ、72 年という長い間、大垣青年会議所が存在

していることを忘れてはいけません。長きに亘って、撓まざる決意と逞しき情熱を持って多くの苦難を克

服してこられた先輩諸兄に改めて感謝すると共に、この時代を生きる我々JAYCEE は、この歴史を次代

へと繋げていく責任を果たさなければなりません。 

 青年会議所は、明るい豊かな社会の実現を目指し、「修練・奉仕・友情」の三信条のもと、活動してい

ます。私自身、入会して 9 年間 JAYCEE として、私なりに三信条の意味を考えながら活動してきました。

振り返れば、逃げたくなるような壁も何とかしようと努力し、時には共に活動する仲間から厳しくも愛ある

叱咤激励をして頂きました。9年間の JC生活において、少し無理をしながらも活動をしてこられたのは、



より良い自分になりたいという想いと共に、必ずより良い自分になると自分自身を信じてきたからです。そ

して、その努力は結果として自分だけでなく、地域や仲間に対してもより良い影響を与えることができる

ことに気付かされました。JAYCEE として己を律し、修練を積むことで、より良い運動へと繋がり、より良い

地域や社会を創造することができ、それが周囲に伝播し、より良い友情を築くことができるのです。JC は

努力すればするほど、必ず見返りをくれる場所です。より良い自分になるために、より良い地域や社会を

創造するために、より良い友情を築くために、明るい豊かな社会の実現に向け、変化を恐れず一歩を踏

み出しましょう。 

 

【己を律し、あらゆる機会を成長へと導く】 

JCI Mission 

To provide leadership development opportunities that empower young people to create positive change. 

青年会議所は、青年が社会により良い変化をもたらすために、リーダーシップの開発と成長の機会を提

供する。 

 

青年会議所はいつの時代も己を律し、自らの成長を求める場所です。JCI ミッションにある通り、青年

会議所は役職の有無に関係なく、日々の活動や事業への参加、出向先において、さまざまな機会を平

等に提供してくれます。その機会に対し自分自身で目的を見出し、前向きに捉えることで、成長すること

ができるのです。つまり、JC のあらゆる機会にどう接するか、これが一番大切なのです。今までの JC 生

活を振り返ってみて下さい。「経験したことがある」、「自分には関係ない」などといった自分の価値観だ

けで決めつけ、機会を自ら逃してはいないでしょうか。青年会議所は、地域に根差した運動を展開し、

明るい豊かな社会の実現を目指す団体です。その一員である我々JAYCEE が自分の価値観だけで物

事を判断していては、地域や住民から共感される運動を行うことはできませんし、明るい豊かな社会の

実現など、ただの理想で終わってしまいます。多様性の時代と言われる今を生きる JAYCEE として、自

分の価値観を見つめ直すと共に、JC のあらゆる機会を成長の場と捉え、目的を持って活動していきまし

ょう。私は、全会員がより良い自分になることができれば、大垣青年会議所は今以上により魅力あふれる

活力ある組織へと進化できると信じています。より魅力あふれる大垣青年会議所へと進化した時、地域

や住民から共感を得られる、社会により良い変化をもたらす運動を展開することができるでしょう。 

 青年会議所には「修練・奉仕・友情」の三信条があります。近年、大垣青年会議所は昔と比べ厳しくな

くなったと言われます。実際に私自身も入会当時と比較すれば、そう感じることがあります。修練を積む

場所である青年会議所において、どれだけ自分を律することができているでしょうか。自分のことは棚に

上げる、他人には無関心、自分の価値観だけで発言する、こんなことをしていて、己を律して行動できて

いると言えるでしょうか。そんな行動をしていて、奉仕の心を持ってより良い社会を築けますか。そんな行

動をしていて、一生涯を共にするような友情を築けますか。今からでも遅くない。自分を律して行動して

いこう。そして、社会に奉仕し、真の友情を築いていきましょう。 

 

【青年会議所運動の根幹】 



 大垣青年会議所は向こう 5 年間で 27 名が卒業していきます。今年度は 40 名の正会員が在籍してお

り、まだ人的にも財政的にもさまざまな事業を実施し、活動や運動を展開することができています。しか

しながら、たった 5 年後を見た時、現在の会員数から半減するという現実が目前に迫っています。会員

数の減少は、組織力の低下であり、運動の発信力の低下を意味します。この現実は会員拡大が急務で

あり、喫緊の課題であることを突き付けているのです。そのことを全会員が認識し、全員拡大の意識を持

たなければ、会員拡大に成功はないでしょう。 

会員拡大は JC運動そのものであると言われています。青年会議所は JC運動を通して、地域住民や

パートナーの意識変革を促すと共に、運動の仕組みを創出し、より良い社会の実現を目指す団体です。

会員拡大に置き換えれば、候補者たり得る人財に対して意識変革を促すと共に、時代に合った手法を

用いて、永続的に拡大運動を行っていける仕組みを創るということです。意識変革を促すには、まず意

識変革の機会を提供する我々が、青年会議所がどんな団体であり、どんな成長を遂げられるのかを自

らの言葉で説明し、伝えられなければなりません。「まちづくりを行える」、「自己成長ができる」、「たくさ

んの人と知り合える」のも JC の魅力ではあります。しかしながら、表面的な言葉ではなく、JAYCEE だか

らこそ伝えられる真の魅力を伝えていかなければなりません。多くの同志から JCの魅力に共感を得られ

れば、多様な人財が集うより魅力的な活気ある大垣青年会議所となります。多様な人財が集う組織は、

より多くの成長の機会をもたらすと共に、組織力も向上し、運動の発信力も高めることができます。「JC し

かない時代」から今は「JC もある時代」と言われますが、私は今も、そしてこれからも「JC しかない時代」

であると信じています。まちづくりやひとづくりを通して、地方経済の発展から日本経済の発展、更には、

国際理解を通した世界平和を目指す。これだけの崇高な目的を持って活動しているのは JC しかありま

せん。多くの機会に接し、全会員が青年会議所の真の魅力を堂々と語り、そこに共感を呼ぶ。そんな好

循環を創出し、全会員で会員拡大を行っていきましょう。 

 

【地域の本当の声を聴き、未来への一歩とする】 

 大垣青年会議所は 2010 年代運動指針「『地球的価値』の田園都市構想～西美濃の心がひとつにな

る瞬間へ～」を策定し、そのためのネットワーク、ひとづくり、まちづくりを推進し、高い志を官民一体とな

って実現できる西美濃地域 2市 9町を目指し、さまざまな運動を展開してきました。そして、その中で「住

民が主役のまちづくり」を目指して 2013 年に実施された「私が夢見るまちづくりコンテスト」のアイデアか

ら生まれ、2014 年よりスタートした「ツール・ド・西美濃」は、昨年 10 年目という節目となり、一つの区切り

を迎えました。この「ツール・ド・西美濃」は山岳地域、農業地域、工業地域、住宅地域がバランスよく存

在する西美濃地域 2市 9町のさまざまな魅力を西美濃地域内外へ発信すると共に、各行政区の枠を越

えたグランドデザインを市民と共に描き、西美濃地域が同じ目的に向かって進んでいく礎を築くことを目

的に始まった大垣青年会議所にとって、一つの時代を創ったと言える素晴らしい事業でした。改めて、

この事業を共に創り上げて下さった各行政や関係各諸団体の方々、そして先輩方に感謝申し上げます。

一方で、会員数の減少や在籍年数の短い会員の増加、事業開始当時の目的を理解していた会員の卒

業もあり、本来の目的を見失い、ただ事業を実施することが目的になってしまっていたのは否定できま

せん。今一度、なぜこの事業が生まれ、なぜこの目的を掲げたのか。「ツール・ド・西美濃」の本当の目



的を全会員が理解することが必要です。本来の目的を理解することで次への新たな一歩に繋がります。

そして、「ツール・ド・西美濃」を行った 10年というかけがえのない時間を無駄にしないために、反省すべ

き点を洗い出し、どう改善していくべきかを議論しなければなりません。 

「ツール・ド・西美濃」が区切りを迎えた今年度を原点に立ち返える初年度として捉え、8 年ぶりの開催

となる「まちづくりコンテスト」を実施します。この 8 年間、時代は誰もが想像つかないほどのスピードで変

化しました。消費税の増税、新型コロナウイルス感染症の世界的流行、ロシアによるウクライナ侵攻、働

き方改革の推進、燃料や物価の高騰、全国各地で激甚化する自然災害など、特に我々の生活に直結

する多くの社会問題が存在しています。時代が変われば、問題も変化していきます。「住民が主役のま

ちづくり」を目指して、まずは地域の皆様の本当の声を聴き、今後の我々の運動の方向性を見出す、そ

んな原点に立ち返る 1年としていきます。 

また、この西美濃地域にはさまざまな青年団体が存在しています。どの青年団体も地域をより良くした

いという熱い想いを持って活動しています。今年度も大垣市青年のつどい協議会の加盟団体として、共

にさまざまな事業に参加・協力をして参ります。同志との友情を団体の垣根を越えて育むと共に、交流

を通して、互いに認め合い、刺激し合うことで、それぞれの団体がより良い組織へと成長できるように連

携していきましょう。 

 

【新たな広域連携の模索】 

 「ツール・ド・西美濃」によって推進され、より強固に構築された西美濃地域 2 市 9 町の行政区の枠を

越えた「広域連携」は、大垣青年会議所にとって、大きな財産となっています。「ツール・ド・西美濃」が終

わりを迎えた今、この広域連携を失くすことなく、今まで以上に連携をはかっていかなければなりません。

大垣青年会議所が先頭に立って各地域のコミュニティーとの連携をはかり、西美濃全域にそのコミュニ

ティーの輪を広げていく。そんな運動を展開していくことが広域連携を掲げる我々に課せられた使命で

あると考え、西美濃地域の可能性を信じて、新たな広域連携の形を創り上げていきましょう。 

2019 年に大垣青年会議所は、2010 年代運動指針を恒久的な指針として「地域みらいビジョン」を策

定し、2020 年からの運動の方向性を定めました。そして、2022 年に短期ビジョンである「最重点ビジョン」

として、「災害を見据えた広域連携に向けた取り組み」を掲げました。それに先立ち、2020 年から 2021

年にかけて西美濃地域 2 市 9 町の各行政と社会福祉協議会、大垣青年会議所の 3 者で災害時にお

ける協力体制の協定書を締結すると共に、大垣青年会議所としても青年会議所のネットワークを利用し、

岐阜ブロック協議会における防災・疾病ネットワークの調印や鹿児島青年会議所との防災協定を結びま

した。また、過去 2 年間、防災意識の向上を目的とした事業を実施し、地域住民を巻き込み、災害に対

する備えや有事の際の行動計画のシミュレーションを行い、各地域や地域住民の方々からも評価を頂

いています。本年度も、広域連携事業として防災に対する知識の向上と意識の変革に努めていきます。 

 一方で、「最重点ビジョン」の防災事業を行うだけでなく、さまざまな手法を用いて広域連携を構築する

ことも考えなくてはなりません。今年度、「まちづくりコンテスト」を開催し、住民から頂いた貴重な声に応

えるべく、広域連携へと繋がる事業を実施します。大垣青年会議所が地域をけん引する集団であると自

負するのであれば、その貴重な声を受け止め、形として残さなければなりません。各行政との連携に加



え、さまざまなコミュニティーを巻き込むと共に、住民が主役のまちづくりを推進し、地域から必要とされ

る組織となるべく、全力で取り組んでまいります。 

 

【青年会議所のネットワークを最大限に活かす】 

今年度、大垣青年会議所は社團法人花蓮國際青年商會と姉妹締結 55 周年を台湾の地で迎えます。

先輩諸兄から連綿と受け継がれてきた歴史を振り返ると共に、国際交流を通じた友情を育むことのでき

る機会に感謝をしなければなりません。しかしながら、この機会をただの国際交流とだけ捉えて良いので

しょうか。2022 年 2 月に起きたロシアによるウクライナ侵攻は、戦争のない時代を生きてきた私たちに大

きな衝撃を与えました。まもなく 2 年の月日が経過しますが、いまだ停戦や終戦の目途すら見えていま

せん。大垣青年会議所の定款には「国際理解と親善を助長して、日本及び世界の繁栄と平和に寄与す

る」と示されています。世界に目を向ければ、私たち日本人の当たり前が通用しないことが数えきれない

ほどあるでしょう。国の成り立ちや歴史、文化の違いから、根本的に考え方やルールが違う。そこを理解

し、多様性を受け入れることが、国際理解であると考えます。国は異なっても同じ目的を持った青年会

議所の仲間であることには変わりありません。昨年度、社團法人花蓮國際青年商會との 3 年ぶりの対面

での交流で全会員が国際交流の経験を積み、その良さを肌で感じたはずです。社團法人花蓮國際青

年商會との姉妹締結 55周年の活動を通して、戦争や紛争のない平和な世界に寄与していきましょう。 

また、今年度は大垣青年会議所から岐阜ブロック協議会会長を 11 年ぶりに輩出します。岐阜ブロッ

ク協議会の主管 LOM として、岐阜ブロック協議会の運営を LOM としてしっかりと支援すると共に、時代

に沿った運営を行っていく必要があります。ほとんどの会員が主管LOMの経験をしていませんが、県内

他 LOM の運営方法や様々な事業を知ることができる絶好の機会であり、LOM にとっても、会員にとっ

ても成長の機会と捉え、40 名の力を結集して全力で支援し、岐阜の魅力を発信していきましょう。 

                                                                                                                                                                                                                        

【未来を見据えた組織のあるべき姿】  

 大垣青年会議所は創立から 72年間、明るい豊かな社会の実現を目指して運動を行っています。青年

会議所は単年度制であり、毎年与えられる役職や役割が変化する中でも、世界平和を想い、さまざまな

苦難に情熱を持って立ち向かい、地域に根差した運動を展開してこられたのは、72 年間で培われた組

織基盤と時代に沿った円滑な組織運営があったからです。しかしながら、現在の組織運営は会員数の

減少や在籍年数の短い会員が増え、年々厳しさを増していると言わざるを得ません。その結果、これま

で厳格な規律のもとで行われてきた組織運営は過去のものとなり、「今の時代に即す」という言葉だけが

独り歩きしてしまい、便利で楽な方へとばかり進んでしまっています。組織は常に変化を求められるもの

であり、組織に属する者はその変化に対応していかなければなりません。ですが、時代に即していれば

何でも変えてしまって良いのでしょうか。72 年という輝かしい歴史があるからこそ、73 年目の大垣青年会

議所が存在し、活動を行えていることに気付かなければなりません。青年会議所の原点でもある会議や

議論を通して、変えるべきものと変えてはいけないものを区別し、時代に即した組織のあるべき姿を全会

員で創り上げていきましょう。 

 大垣青年会議所は明るい豊かな社会の実現を目指す団体として、自己満足から脱却し、地域住民か



らも認められる団体であるべきという想いのもと、2014 年から公益法人格を取得し、誇りを持って活動し

てきました。しかしながら、組織運営が厳しさを増すと共に、社会課題も複雑化しており、公益性や公益

目的を意識するあまり、明るい豊かな社会の実現を目指す団体であるにも関わらず、公益法人格取得

当初の想いが希薄になり、現実的にできる事業を行うことに終始してしまっています。現在、県内

17LOM のうち大垣青年会議所だけが公益法人格を継続している現状があります。今後も公益社団法

人として誇りを持って活動していかなければなりませんが、現実を見て、時代に即した組織がどうあるべ

きかを考えていくことも必要です。そのためには、なぜ公益法人格を取得したのかという経緯を学ぶと共

に、何より、この問題を一部の会員だけで議論するのではなく、大垣青年会議所の問題として、全会員

で議論を重ねていくことが重要です。先入観を捨て、本当の意味でどうあるべきなのか、明るい豊かな

社会の実現を目指す団体として進むべき未来を全会員で考えていきましょう。 

 

【おわりに】 

「是非に及ばず」 

 この言葉は戦国武将織田信長が本能寺の変で家来である明智光秀に謀反された際、最後に言った

言葉とされ、「もう打つ手がない。もうどうしようもない。」という意味があります。私が 30歳、ちょうど大垣青

年会議所に入会した時に父から教わった言葉です。それ以来、仕事でも家族でも JC でも、常に私の心

の奥底にはこの言葉があります。天下統一という壮大な夢を描き、戦国の時代を生きた男が、死ぬ間際

に諦めとも思えるこの言葉を言ったことを考えると、志半ばで夢を諦めるしかなかったのでしょう。今の私

たちはどうでしょう。何不自由なく生活ができる時代に生きている私たちは、「もう打つ手がない、どうしよ

うもない」と言えるほどのことをどれだけできているでしょうか。私たちは明るい豊かな社会の実現を目指

し、地域をより良くし、この西美濃地域を次代へと繋げていくという壮大な夢を描くことができる団体の一

員なのです。この夢を描ける私たちが、自分に対し、地域に対し、住民に対し「もう打つ手がない、どうし

ようもない」という諦めの気持ちを持って JC 活動や運動を行っていては、明るい豊かな社会の実現は達

成できないでしょう。諦めの気持ちではなく、胸を張ってやり切ったと言えるリーダーとなる。そんな若きリ

ーダーの集団である私たちだからこそ、先駆けゆく組織として、地域に根差して、地域と共に明るい未来

を創造しようではありませんか。JC を卒業することがゴールではなく、卒業してからが本番であり、全会

員に真の地域のリーダーとして輝いてほしいと願っています。40 歳までという限られた時間しかありませ

ん。自らの意思で入会した JC だから、目的意識を持って JC を使い倒そう。己を律し、多くの機会に触

れることで修練を重ね、地域のリーダーとして自覚を持って、共に歩んでいきましょう。 

 

恥じることなく、己を信じよう。 

見返りを求めず、他者を信じよう。 

西美濃地域の可能性を信じよう。 

その先に明るい未来があると信じて。 



副理事長方針  

 

                                                  

副 理 事 長  溝 辺  光 将  

 

私 は、大 垣 青 年 会 議 所 に入 会 して 5 年 目 を迎 えます。入 会 当 初 は、右 も左 もわから

ない私 でしたが、多 くの先 輩 諸 兄 から様 々なことを学 び、経 験 をしてきました。青 年 会 議

所 はいつの時 代 も己 を律 し、自 らの成 長 を求 める場 所 です。そして、様 々な機 会 を平 等

に提 供 してくれます。一 番 大 切 なことは 、この機 会 に対 し、どう接 するのか。その先 にある

「 明 るい豊 かな社 会 の実 現 」 に繋 げていくためにも、会 員 一 人 ひとりがその機 会 に対 し、

自 分 自 身 で目 的 を見 出 し、前 向 きに捉 えることで、成 長 することができるのです。現 在 の

大 垣 青 年 会 議 所 は、コロナ禍 に入 会 した会 員 が多 く所 属 しており、コロナ禍 以 前 の J C

であれば得 られた学 びや体 験 を知 らない会 員 が増 えてきました。 J C だからこそ学 べる、体

験 できる 。このよ うな経 験 を積 み重 ねることで、個 と組 織 の成 長 に繋 げていきたいと思 い

ます。  

会 員 拡 大 は、 J C 運 動 そのものです。近 年 、大 垣 青 年 会 議 所 の会 員 数 は減 少 の一

途 をたどっており、歯 止 めがかからない状 況 です。会 員 数 の減 少 は、組 織 力 の低 下 、運

動 の発 信 力 の低 下 を意 味 します。私 自 身 、 2 年 前 に会 員 拡 大 の担 当 委 員 長 を経 験

し、会 員 拡 大 の難 しさを肌 で感 じました。会 員 拡 大 を展 開 する上 で一 番 苦 労 する点 の

一 つに「 全 員 拡 大 」 があります。会 員 拡 大 が急 務 であり、喫 緊 の課 題 であることは当 然

ですが、これを全 会 員 で認 識 し、全 員 拡 大 の意 識 を持 たなければ、会 員 拡 大 は成 功 し

ません。また、会 員 拡 大 を展 開 する上 では、青 年 会 議 所 がどんな団 体 であり、どんな成

長 を遂 げられるのかを伝 えることも重 要 になります。入 会 の動 機 、入 会 して良 かったことな

ど 、 会 員 一 人 ひ と り 伝 え ら れ る 内 容 は 違 う と 思 い ます が 、 表 面 的 な 言 葉 で は な く 、

J Y A C E E だからこそ伝 えられる真 の魅 力 を語 ることで、共 感 を呼 んでいけるような活 動 や

運 動 を展 開 していきます。  

ひとづくり担 当 の副 理 事 長 として、会 のため、会 員 のため、覚 悟 を持 って 1 年 間 邁 進

して参 ります。  

 



副理事長方針  

 

                                                  

副 理 事 長  井 尾  泰 隆  

 

今 年 度 、大 垣 青 年 会 議 所 は 7 3年 目 を迎 えます。ここまで会 が存 続 してきたのは、 7 2

年 間 の先 輩 諸 兄 、そして我 々の活 動 や運 動 が、地 域 に貢 献 し必 要 とされてきた証 拠 で

す。では、我 々が、今 後 も地 域 から必 要 とされる団 体 であり続 けるためには 、何 をすべき

なのでしょうか。  

地 域 からの要 望 に応 えていくというのは、最 もわかりやすい地 域 貢 献 の形 であり 、大 切

なことです。しかし、それだけに終 始 していては、我 々は単 なるお役 立 ち団 体 に留 まってし

まいます。我 々が目 指 すところは、地 域 の根 本 的 な課 題 に対 し、青 年 会 議 所 だからこそ

できるアプローチ方 法 をもって取 り組 み、明 るい豊 かな社 会 を創 ることです。  

そのような考 えのもとで、 「 ツール・ ド ・ 西 美 濃 」 をはじめとする、数 多 くの事 業 が生 まれ

てきました。今 年 度 は、改 めてまちづく りの原 点 に立 ち返 る意 味 を込 めて、 8年 ぶりとなり

ます 「 まちづくりコンテスト 」 を開 催 します。  

 一 方 、日 々の生 活 、中 でも昨 今 頻 発 する自 然 災 害 への備 えや対 応 も、地 域 社 会 の

大 きな課 題 です。幸 いにもこの西 美 濃 地 域 は他 所 に比 べ激 甚 災 害 による被 害 は少 な

いですが、皆 漠 然 とした不 安 を抱 えながら日 常 生 活 を送 っています。これもまた地 域 の

課 題 の一 つであり、我 々が取 り組 むべきテーマです。  

 もっとも、会 員 数 の減 少 や時 代 背 景 の変 化 により 、今 までと同 じやり方 が通 用 しないこ

ともあ ります。そんな時 代 だからこそ、行 政 や地 域 住 民 、同 じ西 美 濃 地 域 に存 在 する諸

団 体 と連 携 し、共 に課 題 の解 決 に取 り組 む必 要 があります。  

 我 々大 垣 青 年 会 議 所 会 員 は、この地 域 に何 らかの縁 を持 った者 たちであり、だからこ

そ明 るい豊 かな社 会 の実 現 は、我 々の当 然 の担 いだと考 えます。会 のため、会 員 のため、

そして地 域 のため、覚 悟 を持 って 1年 間 活 動 してまいります。  



専務理事方針  

 

                                                  

専 務 理 事  栁 瀬  芳 仁  

 

大 垣 青 年 会 議 所 は、 1 9 5 2年 の設 立 以 来 、 7 2年 間 に渡 って歴 史 を紡 ぎ、今 年 度 で

7 3年 目 を迎 えます。社 会 情 勢 が変 化 する中 でも 、諸 先 輩 方 は、撓 まざる決 意 と逞 しき

情 熱 をもって時 世 の課 題 に向 き合 ってこられました。私 たちは 、いつも諸 先 輩 方 が築 き

上 げた組 織 基 盤 によって、明 るい豊 かな社 会 を実 現 する好 機 を与 えられています。そし

て、この組 織 基 盤 を活 用 するには、公 正 かつ円 滑 な組 織 運 営 （ 対 内 的 なチームワーク）

と、緊 密 かつ円 満 な相 互 関 係 （ 対 外 的 なネットワーク ） が重 要 になります。  

公 正 かつ円 滑 な組 織 運 営 とは、従 来 の規 律 や制 度 によって護 ってきた「 公 正 」 を蔑

ろにせず、新 しい技 術 や手 法 によって 「 円 滑 」 に組 織 運 営 を行 うこ とだと考 えます。現

在 の組 織 運 営 は 、会 員 数 の減 少 等 で年 々厳 し さを増 してお り 、否 応 なしに効 率 化 が

求 められています 。しかしながら、効 率 化 を偏 重 し 、規 律 や制 度 の意 義 を没 却 すれば、

これまで培 われてきた組 織 基 盤 を活 用 することはできません。私 たちは、以 前 にも増 して

バランスに配 慮 した組 織 運 営 を行 う必 要 があります。  

緊 密 かつ円 満 な相 互 関 係 とは、大 垣 青 年 会 議 所 の持 つ独 自 のネットワークを最 大

限 に活 かして、他 団 体 と密 接 に連 携 し、互 いに友 情 を育 む関 係 だと考 えます。今 年 度

は、社 團 法 人 花 蓮 國 際 青 年 商 會 との姉 妹 締 結 5 5周 年 の活 動 や、岐 阜 ブロック協 議

会 の主 管 L O Mとしての担 いなど 、志 を同 じくする仲 間 と繋 がる機 会 が多 く用 意 されてい

ます。絶 好 の成 長 の機 会 を無 駄 にしてはいけません。一 人 でも多 くのメンバーが自 発 的

に交 流 できるようにフォローしていく必 要 があります。  

そして、このよ うな組 織 運 営 と相 互 関 係 を実 現 するために最 も大 切 な要 素 こそ 、メン

バー全 員 が己 を信 じ、他 者 を信 じ、地 域 を信 じることにあると考 えています。私 は、今 年

度 、専 務 理 事 とい う会 務 運 営 の立 場 から 、組 織 運 営 と相 互 関 係 のマネジメン トを通 じ

て、大 垣 青 年 会 議 所 のメンバー全 員 が手 を携 えて明 るい未 来 の創 造 に向 けて邁 進 で

きるように力 の限 りを尽 くす所 存 です。  

 

 



常任理事方針  

 

                                                  

常 任 理 事  野 田  正 興  

 

青 年 会 議 所 は、青 年 が社 会 により良 い変 化 をもたらすために、リーダーシップの開 発

と成 長 の機 会 を提 供 する。  2 0 2 2 年 J C I 世 界 会 議 香 港 大 会 の総 会 にて、 J C I ミッショ

ンがこのように改 定 されました。ブランド認 知 度 と知 名 度 の大 幅 な改 善 、リーダーシップの

開 発 と成 長 の強 化 、そして、よ り開 かれた効 率 的 かつ持 続 可 能 な組 織 へと構 造 改 革 す

るという目 標 が掲 げられ、大 垣 青 年 会 議 所 においてもこの目 標 を達 成 する必 要 がありま

す。  

己 を律 し 、自 らの成 長 をすることで効 果 的 な青 年 活 動 を行 うためには、そのよ うな環

境 を組 織 として作 る必 要 があ り、そして提 供 できる状 態 にならなければなりません。大 垣

青 年 会 議 所 は先 輩 諸 兄 から脈 々と引 き継 がれ 7 3 年 目 を迎 え、多 くの先 輩 が J C に育

てて頂 き、成 長 したと言 われています。つまり、大 垣 青 年 会 議 所 には個 と組 織 を成 長 さ

せることのできる場 が提 供 されています。この仕 組 みも脈 々と引 き継 がれ、全 会 員 が J C

でしか体 験 できない経 験 を積 み、今 後 も個 と組 織 の成 長 に繋 げていける環 境 を提 供 で

きるようにしてきたいと思 います。  

このように個 と組 織 の成 長 に好 循 環 をもたらすことができれば、永 続 的 な会 員 拡 大 の

仕 組 みを創 ることができるのではないでしょ うか。組 織 を存 続 させるために会 員 拡 大 をす

ることは会 の目 的 ではございません。何 故 、先 輩 方 は社 会 的 かつ経 済 的 に活 躍 されて

いるのでしょうか。大 垣 青 年 会 議 所 で真 の友 情 を築 き、学 んだことを活 かしているのでは

ないでしょうか。全 会 員 が青 年 会 議 所 の真 の魅 力 を語 り 、共 感 を呼 んでいけるような活

動 や運 動 に邁 進 するべく、全 力 を注 いで参 ります。  

多 くの人 との出 会 いや様 々な経 験 を積 み重 ねることで、個 と組 織 が成 長 し、成 長 した

組 織 が地 域 に必 要 とされる唯 一 無 二 の団 体 となるべく 、己 を信 じ、他 者 を信 じ、地 域 を

信 じ、明 るい未 来 を創 造 して参 ります。  



常任理事方針  

 

 

常 任 理 事  中 島  寿 起  

 

大 垣 青 年 会 議 所 が活 動 や運 動 を行 う背 景 には、必 ず地 域 が抱 える課 題 があります。

西 美 濃 地 域 の広 域 連 携 事 業 として開 催 されてきた、 「 ツール・ ド ・ 西 美 濃 」 は 1 0 年 目

の節 目 を迎 えました。伝 統 ある事 業 となった一 方 で、 1 0 年 前 に開 催 された背 景 を知 ら

ない会 員 が多 数 を占 めるようになりました。また、この 1 0 年 間 で大 きく社 会 は変 化 し、そ

れに伴 い、抱 える課 題 も変 化 してきていると思 います。今 の西 美 濃 地 域 の住 民 が本 当

に解 決 したい課 題 は何 なのか。まちづく りコンテストを行 い、地 域 が抱 える課 題 や、より良

い地 域 にするためのアイデアを吸 い上 げ、今 後 の大 垣 青 年 会 議 所 の方 向 性 を検 討 し

ていきます。  

西 美 濃 地 域 の課 題 として不 変 のものもあります 。それは、自 然 災 害 です。自 然 災 害

は、今 や世 界 中 で起 こっています。ハワイやカナダで起 こった大 規 模 な山 火 事 、インドで

4 4 度 を超 す異 常 な高 温 、イタリアで 1 日 半 の間 に 6 か月 分 の降 雨 など、地 球 規 模 で

自 然 災 害 が発 生 しています。日 本 でも、ゲ リラ豪 雨 による局 地 的 な大 雨 によって引 き起

こされる河 川 の氾 濫 や土 砂 災 害 は、毎 年 発 生 するようになりました。西 美 濃 地 域 も今 、

想 定 できることを訓 練 することで、助 け合 える地 域 となるよ う、 2 0 2 2 年 に大 垣 青 年 会 議

所 の最 重 点 ビジョンとして、 「 災 害 を見 据 えた広 域 連 携 に向 けた取 り組 み」 を策 定 しま

した。 2 市 9 町 と連 携 し、緊 急 時 にも対 応 できるような関 係 性 を構 築 しています。大 垣

青 年 会 議 所 では、昨 年 までの事 業 で自 助 、共 助 を学 び、シミュレーションしてきましたの

で、今 年 度 はよ り実 践 的 に行 動 を学 べる機 会 を設 けます。想 定 した災 害 だけが起 こる

わけではありませんが、どのよ うな災 害 が起 ころ うと も助 け合 える環 境 を作 ることが 、一 番

の防 災 に繋 がると考 えています。  

持 続 可 能 な西 美 濃 地 域 を目 指 して、地 域 が抱 える課 題 を解 決 するべく 、大 垣 青 年

会 議 所 が先 頭 に立 ち、進 んで参 ります。  



常任理事方針  

 

                                                 

 常 任 理 事  水 谷  仁 哉  

 

「 希 望 をもたらす変 革 の起 点 」 。これは J C 宣 言 の中 にもある言 葉 ですが、私 はこれこ

そが青 年 会 議 所 があるべき姿 だと考 えています。大 垣 青 年 会 議 所 は創 立 から 7 3 年 目

を迎 えます。大 垣 青 年 会 議 は、これまでの 7 2 年 間 、様 々な苦 難 に情 熱 持 って立 ち向

かい、変 革 の起 点 となり、事 業 を展 開 することで社 会 問 題 の解 決 に励 み、明 るい豊 かな

社 会 づく りに貢 献 してきました。そして今 まで 、地 域 に根 差 した運 動 を展 開 してこられた

のも、先 達 から連 綿 と受 け継 がれてきた組 織 基 盤 があったからに他 なりません。しかしな

がら、昨 今 の会 員 数 減 少 に伴 い、在 籍 年 数 の短 い会 員 も増 える中 、深 刻 な人 手 不 足

に加 え、経 験 不 足 や知 識 不 足 によ り、組 織 運 営 や今 まで通 りの活 動 や運 動 を展 開 し

ていくことが、年 々厳 しさを増 しています。だからこそ、効 率 化 を念 頭 に置 きつつ、今 まで

培 った組 織 基 盤 を活 かした組 織 運 営 を行 っていく必 要 があります。  

また今 年 度 、大 垣 青 年 会 議 所 は社 團 法 人 花 蓮 國 際 青 年 商 會 と姉 妹 締 結 5 5 周

年 を迎 えると共 に当 会 議 所 から岐 阜 ブロック協 議 会 会 長 を輩 出 し、主 管 L O M としての

運 営 を担 います。これは、会 員 が他 L O M の様 々な事 業 を知 ることや経 験 を重 ねることで、

会 員 自 身 の個 の力 を上 げることができる絶 好 の機 会 であると考 えます。この絶 好 の成 長

の機 会 を活 かすためにも、会 務 運 営 が一 丸 となり 、関 係 諸 団 体 との連 携 を密 接 に行 う

と共 に会 員 一 人 ひとりが主 体 性 をもち、積 極 的 に交 流 し多 くの学 びを得 られるよう下 支

えしていくことが重 要 となります。  

私 は今 年 度 、会 員 一 人 ひとりが主 体 性 をもち、社 会 課 題 に立 ち向 かえるよう公 正 か

つ円 滑 な組 織 運 営 と関 係 諸 団 体 との相 互 関 係 のマネジメン トを徹 底 して参 ります。そし

て、大 垣 青 年 会 議 所 が一 丸 となり、希 望 をもたらす変 革 の起 点 となるよ うに不 撓 不 屈 の

精 神 で取 り組 んで参 りますのでご理 解 ご協 力 をよろしくお願 いします。  


